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【教科による入試に関して】



① 補習の実施について





大学進学補習は学校のどの部署がとりまとめていますか？



【課題】

・実施主体がわかりづらい。
・日程調整が難しい。
・人手不足など担当者の負担が大きい。
・勤務時間内で実施が現状では難しい。
・教員間の認識の差による温度差が大きい。
・部活動との兼ね合いが難しい。
・生徒が長続きしない。



② 模擬試験について





全員受験の模擬試験はどの学年を対象に行っていますか？

具体的な学年の回答なし



【課題】

・生徒の進路が多様全員受験が成立しない。
・休日に実施の場合に監督者の確保が難しい。
・業者監督を依頼する場合、受験者数を確保する
必要があることがネックになっている。

・受験料が大幅に値上げされているため、
多く受験することを勧めにくい。

・事前・事後指導にかける時間を確保できない。
・学校受験の際のとりまとめ作業が繁雑である。



③ 出願検討会





【課題】

・実施している学校は少なかった。
・予備校関係者を交えて実施している学校もあった。
・実施校では進路指導部と３年担任団で行う場合が
多かった。

【事例】
・三者懇談への目線あわせとして実施。
・３年教科担当まで含めて、全生徒について実施。
・実施校では国公立大学志願者に対してのみ実施。



【学科試験以外を課す受験指導に関して】



アンケート結果















【問題点】

①入試方式の多様化
・プレゼンテーション型や体験型、時期、
口頭試問、難易度など

②生徒の現状
・準備をせずに来る生徒、書く力がない生徒、
志望動機がない生徒への対応

③教員の負担
・特に小論文の場合、国語科の先生へ頼りがち



④指導体制
・部署の入れ替えが激しい。
・担当部署が決まっていない。
⑤指導力
・担当者の力量、教員間での指導の差など



【改善する事例】

①探究の活用・教科の中で
・3年時の探究活動で志望動機書について指導
・１年時の国語「論理コミュニケーション」
で小論文の下地作成

・過去問の利用など



②専門科の教員
・工業科、芸術科など専門科の教員
からの指導など

③外部講師や教材の活用
・校長マネジメント予算で外部教材の購入
・外部講師を依頼（小論文・志望動機書）など



④体制の構築と教員間のコミュニケーション
・面接担当・志望動機書担当
小論文担当など部署ごとに

・全校体制で面接練習
・面接練習予定表の作成
・進路と担任団で連絡会の開催など

⑤指導できる教員を増やす。
できるだけ早い時期からの教員へのお願いする。


